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　新元号「令和」になって初めての、また新庁
舎において初めての定例会が行われました。
　この新しい議場において本市議会の新たな歴
史が始まりましたが、これからも言論の府とし
ての責務を全うしていきます。主な内容
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新たな議場、新たな歴史新たな議場、新たな歴史

門口　徹

　豪
雨
災
害
が
懸
念
さ
れ
る
時
期
で
あ
り

ま
す
が
自
然
災
害
は
、
い
つ
何
時
起
こ
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
情
報
の
収
集
や
早
目
の
避

難
、
そ
し
て
身
を
守
る
行
動
を
取
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　今
年
度
に
入
り
５
月
に
は
新
元
号
「
令

和
」
に
な
り
、
６
月
に
は
新
庁
舎
が
開
庁
し
、

天
草
市
に
お
い
て
も
大
き
く
新
し
い
時
代

に
移
り
変
わ
る
年
度
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　令
和
時
代
に
お
い
て
も
市
議
会
の
情
報

を
よ
り
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
届
け
で
き
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　今
後
と
も
、
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
鶴
戸
継
啓
）

副委員長 
下田昇一郎

鶴戸継啓 濱洲大心

委員長
柴田　誠

五通俊作

蓮池良正

広報広聴
委員会

追 跡 指 令
シリーズ

気になる！一般質問のその後‼

今回の指令 小中学校等への空調設備設置のその後を追跡せよ‼

学校施設への空調設備設置に関する追跡調査報告書

　これまで複数回にわたり一般質問において要望が行われた小中学校等への空調設
備設置。この件については、平成29年第３回定例会の一般質問において、中村市
長より「子どもたちが心地よく学習に取り組む環境を整えるため設置に取り組む」
との答弁が行われた。
　今回は、「学校施設への空調設備」のその後を追跡し、報告せよ‼

　設置に取り組むとの答弁が行われた直後
の平成29年第４回定例会では、市内の小中
学校及び公立幼稚園に空調設備を設置する
設計業務委託料が計上され、整備がスター
トしております。
　その後、設置費の予算も計上され、平成
30年度に公立幼稚園及び中学校に設置が完
了し、今年度には小学校への設置が行われ
ています。
　なお、当初は市の単独事業として実施予
定とのことでしたが、後に国からの補助金
も交付されることになったとのことです。
　設置費、国からの補助見込み額は以下の
とおりです。

　前までは、蒸し暑くて
授業に集中することがで
きなかったけど、エアコ
ンがついて集中できるよ
うになりました。

これで夏も勉強に集中できます‼

幼稚園（３園）

小学校（17校）

中学校（13校）
合　計

151万2,000円
1,622万1,600円

1,250万6,400円
3,024万円

84万2,400円
697万6,800円

（見込み）
513万円

1,294万9,200円

3,920万4,000円
５億79万9,973円

（見込み）
４億2,401万9,840円
９億6,402万3,813円

4,155万8,400円
 ５億2,399万8,373円

              （見込み）
４億4,165万6,240円
10億721万3,013円

２億2,749万1,000円

設計業務委託料 工事監理業務委託料

国からの補助見込み額

工事費 計

ま つ だ け い た
有明中学校 ３年
松田 慶大 さん

エ
ア
コ
ン
が
つ
い
た
中
で
の

生
徒
の
学
習
の
よ
う
す
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天
草
産
の
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た

TOPIC

01
令和元年
第２回定例会

新議場などを
ご紹介します

今回の議案等は37件
※議案等一覧は５ページに掲載。

新
議
場
で
の
議
会
が
ス
タ
ー
ト
!!

　令和元年第２回定例会を、新
議場において、６月10日（月）
から６月28日（金）の19日間の
会期で行いました。
　条例の改正や補正予算などの
議案等が提出され、慎重審議の
結果、すべて原案どおり可決し
ました。

TOPICS

●報告 ……………  ７件
●条例 ……………  ７件
●その他 ………… 13件
●予算 ……………  ６件
●人事 ……………  ３件
●請願 ……………  １件

　
熊
本
地
震
の
影
響
を
受
け
、
平
成
28
年
７
月
か
ら
、

議
会
の
機
能
を
五
和
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

移
転
し
て
い
ま
し
た
が
、
６
月
３
日
に
は
新
庁
舎
が

開
庁
し
、
令
和
元
年
第
２
回
定
例
会
を
新
議
場
に
お

い
て
初
め
て
行
い
ま
し
た
。
新
議
場
に
は
、
天
草
産

の
木
材
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
て
あ
り
、
木
の
ぬ
く

も
り
や
香
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
回
は
、
議
員
や
執
行
部
が
市
政
に
つ
い
て
議
論

を
交
わ
す
、
新
議
場
や
委
員
会
室
な
ど
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　これまで議案に対する表決を起立により行っていましたが、今回新たに電子表決システムを導
入し、議員が手元の賛成・反対のボタンを押して、表決を行うことができるようになりました。

　議長及び副議長が執務
や来客応対を行う部屋で
す。

　主に全員協議会や予算
決算委員会、常任委員会

（総務政策・建設経済委
員会）が行われ、執行部
から提出された議案など
を審議します。

　主に議会運営委員会や
常任委員会（市民生活・
教育厚生委員会）が行わ
れ、議会の運営方法や執
行部から提出された議案
などを審議します。

　市民に開かれた議会を目ざし、だれもが見や
すく聞きやすい傍聴席になっています。本会議
が開催される日は、どなたでも傍聴することが
できます。皆さんぜひ傍聴にお越しください。

（事前申し込みは不要です）

電子表決システムにて賛成・反対を表示できるようになりました

階段議場
議
員
控
室

会
派
室

執
行
部
控
室

議会
事務局

正副
議長室第２委員会室

第１委員会室
図書室

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

ト
イ
レ

正副議長室

第１委員会室

第２委員会室

傍聴席

▲議員席の電子表決用ボタン ▲表決画面 ▲表決集計画面

３階 議場付近配置図

⇒

傍
聴
席
入
口
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TOPIC

02
条
例
で
定
め
る
職
員
の
定
数
を
見
直
し

天
草
市
職
員
定
数
条
例
を

改
正

全
議
員
を
対
象
に

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修

を
実
施

 

内
容

　
条
例
で
定
め
る
職
員
定
数
と
現
在
の

職
員
数
と
に
乖
離
が
生
じ
て
い
る
状
況

に
あ
る
た
め
、
職
員
定
数
の
見
直
し
を

行
う
。ま
た
、病
院
事
業
に
お
い
て
は
、

地
方
公
務
員
法
等
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
市
立
病
院
で
看
護
業
務
に
従
事
す

る
職
員
の
一
部
に
つ
い
て
正
職
員
を
充

て
る
必
要
が
生
じ
る
た
め
、
職
員
定
数

の
見
直
し
を
行
う
。

 

質
疑

■問 

職
員
数
が
削
減
さ
れ
て
い
る
の
は

わ
か
る
が
、
逆
に
非
常
勤
職
員
数
は
増

え
て
い
な
い
の
か
。

■答 

非
常
勤
職
員
は
、
平
成
27
年
度
は

６
０
４
人
、
30
年
度
は
５
０
４
人
で
、

１
０
０
人
減
少
し
て
い
る
。

■問 

非
常
勤
職
員
の
業
務
内
容
に
つ
い

て
。

■答 

合
併
以
来
、
定
員
適
正
化
計
画
の

中
で
職
員
数
は
削
減
し
て
き
て
い
る

TOPIC

議員研修

令和元年 第２回定例会こんなことを話し合い決めましたTOPICS

現
在
の
職
員
の
状
況
等
を
踏
ま

え
定
数
を
見
直
し

　
６
月
14
日
の
本
会
議
終
了
後
、
第
１

委
員
会
室
に
お
い
て
、
全
議
員
を
対
象

に
議
員
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
新
議
場
で
の
天
草
市
議
会

の
ス
タ
ー
ト
を
機
に
、
市
民
を
代
表
す

る
議
決
機
関
と
し
て
、
公
正
性
及
び
透

明
性
を
確
保
し
、
市
民
に
開
か
れ
た
議

会
を
目
ざ
す
た
め
、
第
一
法
規
株
式
会

社
九
州
営
業
第
二
部
課
長
の
鳴
瀬
正
芳

氏
を
講
師
に
招
き
、「
自
治
体
議
員
の

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス（
法
令
順
守
）」と

題
し
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
講
演
で
は
、「
自
治
体
議
員
の
仕
事

と
責
任
」「
議
場
で
の
ふ
る
ま
い
」「
政

務
活
動
費
」「
兼
業
禁
止
」「
他
者
と
の

適
切
な
関
係
」に
つ
い
て
、
テ
キ
ス
ト

や
天
草
市
議
会
基
本
条
例
な
ど
を
用
い

て
実
際
の
事
例
を
交
え
な
が
ら
の
講
話

が
あ
り
ま
し
た
。
中
で
も『
議
員
一
人

ひ
と
り
が
自
ら
を
律
し
て
、
時
代
が
求

め
る「
あ
る
べ
き
姿
」を
模
索
す
る
こ

と
、
自
治
体
議
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
は
こ
こ
が
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
、
ゴ
ー

ル
な
の
で
は
な
い
か
』と
の
言
葉
が
印

象
に
残
り
ま
し
た
。

令和元年第２回天草市議会（定例会）議案等

賛否表
専決処分事項の承認について（天草市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）
消費税及び地方消費税の税率引上げに伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
令和元年度天草市一般会計補正予算（第２号）
「被爆75年を前に被爆の実相と被爆者の願いを語り、生きているうちに核兵器の廃絶を
求める＝非核平和天草アピール宣言決議＝について」の提出について（請願）

議第５９号
議第６２号
議第７７号
請願第１号

※電子表決システムによる採決により賛否が分かれたものに限ります。（○は賛成、×は反対）　※古賀源一郎議員は議長職のため、表決には加わりません。

が
、
扱
う
業
務
量
に
つ
い
て
は
変
わ
り

な
い
こ
と
か
ら
、
職
員
の
業
務
を
精
査

し
た
う
え
で
、
非
常
勤
職
員
に
は
補
助

的
業
務
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

■問 

今
後
の
定
員
適
正
化
に
つ
い
て
。

■答 

新
規
採
用
職
員
を
20
人
確
保
し
つ

つ
、今
後
退
職
す
る
職
員
に
つ
い
て
も
、

再
任
用
職
員
制
度
を
積
極
的
に
活
用
し

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
今
後
も
議
員
力
の
向
上
を
目
ざ
し

て
、
各
種
研
修
を
実
施
し
て
い
く
予
定

で
す
。▲

全
議
員
が
研
修
会
に
参
加

か
い
り

議案番号 件　　　　　　　　　　名 付託先 議決の結果
報告第３号 専決処分事項の報告について（県道で発生した公用車の交通事故に係る和解及び損害賠償の額を定めるもの） － －
報告第４号 繰越明許費繰越計算書の報告について（平成30年度天草市一般会計）（天草市庁舎建設事業など 31事業、総額

48憶7,585万3,658円を令和元年度に繰り越すもの） － －

報告第５号 繰越計算書の報告について（平成30年度天草市下水道事業会計）（佐伊津浄化センター高度処理槽築造機械設
備整備事業など３事業、総額２憶7,529万8,923円を令和元年度に繰り越すもの） － －

報告第６号
　　～９号

一般財団法人天草下島北部地域観光振興公社、株式会社うしぶか、株式会社プラスファイブ、有限会社愛夢里
の経営状況の報告について － －

議第57号 専決処分事項の承認について（天草市税条例等の一部を改正する条例） 付託省略 承認
議第58号 専決処分事項の承認について（天草市都市計画税条例の一部を改正する条例） 付託省略 承認
議第59号 専決処分事項の承認について（天草市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 付託省略 承認

議第60号
天草市職員定数条例の一部を改正する条例の制定について（条例で定める職員定数と職員数が乖離しているこ
とから、市長事務部局、農業委員会事務部局及び教育委員会事務部局の職員定数を見直すこと、また、病院事
業の看護業務に従事する職員を「任期の定めのない常勤職員」として雇用予定であることに伴い、条例を改正
するもの）

総務政策 原案可決

議第61号 天草市非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について（国会議員の選挙等
の執行経費の基準に関する法律の一部改正に伴い、条例を改正するもの） 総務政策 原案可決

議第62号 消費税及び地方消費税の税率引上げに伴う関係条例の整備に関する条例の制定について（消費税法の改正によ
る消費税及び地方消費税の税率の引上げに伴い、条例を改正するもの） 総務政策 原案可決

議第63号 天草市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について（介護保険法施行令の一部改正に伴い、条例を改正
するもの） 付託省略 原案可決

議第64号 天草市税条例の一部を改正する条例の制定について（地方税法の一部改正に伴い、条例を改正するもの） 市民生活 原案可決

議第65号
天草市税特別措置条例の一部を改正する条例の制定について（過疎地域自立促進特別措置法第三十一条の地方
税の課税免除又は不均一課税に伴う措置が適用される場合等を定める省令等の一部改正に伴い、条例を改正す
るもの）

市民生活 原案可決

議第66号 天草市倉岳特産物処理加工施設条例を廃止する条例の制定について（株式会社くらたけがシモン事業から撤退
すること、また、老朽化に伴う機械設備の改修費用に多額の費用がかかることに伴い、条例を廃止するもの） 建設経済 原案可決

議第67号 熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更について（構成団体の共同処理する
事務と規約を一部変更するため、関係自治体の同文議決を行うもの） 総務政策 原案可決

議第68号 あらたに生じた土地の確認について（御所浦町牧島の御所浦一般廃棄物最終処分場の埋立終了に伴うもの） 総務政策 原案可決
議第69号 字の区域の変更について（御所浦町牧島の御所浦一般廃棄物最終処分場の埋立終了に伴い、字の区域を変更す

るため、議会の議決を求めるもの） 総務政策 原案可決

議第70号 工事請負契約の締結について（一町田地区コミュニティセンター改築工事に係る請負契約の締結について、議
会の議決を求めるもの） 総務政策 原案可決

議第71号
　～74号

財産の取得について（市内小中学校の校務用パソコン、小型動力ポンプ積載車を取得するため、議会の議決を
求めるもの） 総務政策 原案可決

議第75号 市道路線の認定について（新たに市道４路線を認定するため、議会の議決を求めるもの） 建設経済 原案可決
議第76号 令和元年度天草市一般会計補正予算（第１号） 付託省略 原案可決
議第77号 令和元年度天草市一般会計補正予算（第２号） 予算決算 原案可決
議第78号 令和元年度天草市介護保険特別会計補正予算（第１号） 付託省略 原案可決
議第79号 令和元年度天草市国民健康保険診療施設特別会計補正予算（第１号） 予算決算 原案可決
議第80号 令和元年度天草市水道事業会計補正予算（第１号） 予算決算 原案可決
議第81号 令和元年度天草市下水道事業会計補正予算（第１号） 予算決算 原案可決
議第82号 天草市過疎地域自立促進計画の変更について（天草市過疎地域自立促進計画を変更するため、議会の議決を求

めるもの） 総務政策 原案可決
議第83号 教育委員会委員の任命について（吉森啓司氏 [ 倉岳町 ]） 付託省略 同意
議第84号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて（榎田和壽氏 [ 久玉町 ]） 付託省略 同意
議第85号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて（荒木佳代子氏 [ 新和町 ]） 付託省略 同意
請願第１号 「被爆75年を前に被爆の実相と被爆者の願いを語り、生きているうちに核兵器の廃絶を求める＝非核平和天草

アピール宣言決議＝について」の提出について（請願） 総務政策 不採択

会派名 天政会 市民クラブ 政友会 新風天草 日本共産党 公明党 無会派

表決数 結果
議員名

田
池

　

之
裕

島
脇

　

純
義
人
千
三
村
中
木
勝

　

生
幸

戸
鶴

　

啓
継

塚
大

　

生
基

田
益

　

昭
政
郎
一
昇
田
下
嶋
五

　

彦
善

井
澤

　

富
一

崎
浜

　

臣
昭

山
平

　

司
泰

辺
船

　
　

修

田
柴

　
　

誠

尾
中

　

二
友

中
田

　
　

茂

洲
濱

　

心
大

田
前

　

之
正

池
蓮

　

正
良

崎
浜

　

昭
義

木
赤

　

男
武

通
五

　

作
俊
郎
一
源
賀
古
山
若

　

介
敬
郎
一
幸
下
宮
口
門

　
　

徹
議第59号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 23：2 承認
議第62号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 23：2 原案可決
議第77号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 23：2 原案可決
請願第１号 ○ ○ ○ ○ － ○ 5：20 不採択



６億96万円３千円を増額  し総額553億9,939万９千円に

土地購入・地 質調査費用を計上
御所浦白亜紀資料館  改築整備に伴い

一般会計
補正予算

　
令
和
元
年
第
２
回
定
例
会
に
は
、
予
算
関
連
案
件
と
し

て
、
一
般
会
計
２
件
、
特
別
会
計
２
件
、
企
業
会
計
２
件

の
補
正
予
算
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
内
容
や
予
算

決
算
委
員
会
で
の
質
疑
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

天草での暮らしを紹介する
PR 動画等を制作

　天草での暮らしを紹介するPR動画等を制
作し、移住定住サイトの充実を図るほか、
SNS等を活用し市の魅力を拡散するプロモー
ション活動を行う。
　なお、財源については、熊本県地域づくり
夢チャレンジ推進事業補助金を活用する。 中学３年生の英語検定

受験費用を助成

　市内中学生が英語検定を受験する費用の一
部について、県の補助に上乗せし、市でも補
助を行う。（県１／３、市１／３補助）

問 全額ではなく一部補助を
した理由について。
答 全額補助も検討したが、
費用の一部を負担していた
だくことで、受験者の意欲
の向上にもつながるのでは
ないかと判断した。

質疑

1,075万1千円173万２千円

277万６千円

御所浦白亜紀資料館改築整備にあたり
周辺用地２カ所を購入

　御所浦白亜紀資料館改築整備に伴い、周辺
用地の購入及び地質調査を行う。
・土地購入（2カ所）　　・地質調査業務委託料
　面積　570㎡　　　　　　442万４千円
　金額　632万７千円

問 駐車場の確保は？
答 土地に限りがあり、現状では多くを確保することは難しいため、隣接
地の公園を多目的広場として整備し、必要に応じ駐車場として活用して
いきたい。

内容問 都市部での移住相談会はどのようにして
行っているのか。
答 東京、大阪、名古屋などの都市圏で月１
回から２回ほど相談会を実施している。相談
会には、移住担当職員１名に加え、移住・定
住コーディネータ
ーや農林水産関連
フェアの際は、関
係所管課職員１名
も参加しており、
毎回10件から15
件程度の相談件数
がある。

質疑

91万9千円

プレミアムデコポン栽培の
実証費用を補助

　プレミアムデコポン栽培の実証（シートマ
ルチ、土壌水分目視計等の導入）に係る費用を
補助する。

問 事業の目的や効果は。
答 デコポン（糖度が13度以上、酸度が１％以
下のもの）より糖度が１度高いプレミアムデコ
ポンを栽培する目的のほか、不知火からデコポ
ンへの合格率を
上げるという効
果も見込んでお
り、農家の所得
向上が図られる。

質疑

質疑

500万円
複数税率対応レジ導入費用を補助

　本年10月の消費税軽減税率制度導入に向
け、複数税率対応レジ等の導入や改修にかか
る経費の一部について、国の補助に上乗せし、
市でも補助を行う。

問 補助の申請窓口について。
答 最終的には市に申請を行っていただくが、
商工会議所や商工会についても申請の窓口と
して受付をお願いして
いる。また、商工団体
に未加入の事業者につ
いても、商工会議所や
商工会で相談を受けて
いただくようお願いし
ている。

質疑

１億3,460万８千円牛深中学校のプールを改築

　牛深中学校のプールは昭和48年に設置され、
45年が経過し、塩害による老朽化が目立っている
ため改築を行う。
　また、これとあわせ部室建築、夜間照明の撤去
及び設置を行う。
・プールの仕様
　ＦＲＰ製
　25メートル×６レーン

問 他の学校施設の整備の計画は？
答 小中学校の改修等については、施設の長寿命
化を推進するために策定された「天草市公共施
設等総合管理計画」により作成している個別計
画に基づき、年次計画を立て改修を行っている。

質疑
プール解体工事……………………1,575万６千円
プール改築建築工事………………8,101万３千円
プール改築設備工事………………1,238万０千円
部室建築工事……………………   1,675万９千円
夜間照明撤去設置工事……………   649万２千円

工事の主なもの

内容

内容

内容

内容

内容

Hello
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詳細はホームページで動画配信しています。 天草市議会
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一
般
質
問
が
６
月
24
日
、
25
日
、

26
日
の
３
日
間
で
行
わ
れ
、
10
人
の

議
員
が
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

一般質問ってなに？

　一般質問をはじめとする本会議や常任委員会はどなたでも傍聴することができます。また、
直接議場へ来ることができない場合でも、本会議はケーブルテレビやホームページで中継を行
っています。
※市のホームページはパソコンのほか、スマートフォンやタブレットからも見ることができます。

天草市役所新庁舎３階の議場で行われています。
（８月定例会の会期日程案は14ページに掲載しています。）

ケーブルテレビ、天草市議会のホームページをご覧く
ださい。ホームページは、天草市議会のホームページ
から、インターネット中継にお進みください。

議会を見に行こう

傍聴に
行くには

中継を
見るには

一
般
質
問

だれがするの？

議員が行います。

いつあるの？

年４回の市議会定例
会で行われます。

何を聞くの？

議案と関係なく市の行
政事務の状況や将来に
対する方針などを質問
することができます。

議 員 が 質 問 を 行 い、
これに対し市長など
執行部が回答します。
議 員 の 制 限 時 間 は、
執行部の回答を除き
30分となっています。

どのように行うの？
どこで見られるの？

天草市議会の議場で
傍聴することができ
るほかケーブルテレ
ビやホームページで
も中継を行っていま
す。また、ホームペー
ジからは過去の中継
映像や会議録も閲覧
することができます。

そこが
聞きたい！これを

問いたい！

天草市議会
■ホームページは

※次ページからの掲載原稿は、質問者本人が要約したものです。

公
共
施
設
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に

つ
い
て

■中尾  

公
共
施
設
の
設
置
状
況
は
。

■地域振興部長 

市
で
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
し
て
い
る
施
設
は
、
市
役
所
新
庁

舎
の
ほ
か
、
児
童
館
が
本
渡
わ
く
わ
く

児
童
館
、本
渡
児
童
セ
ン
タ
ー
の
２
館
、

幼
稚
園
が
本
渡
北
・
本
渡
南
・
亀
場
幼

稚
園
の
３
園
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、体
育
館
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、

保
育
所
、
小
・
中
学
校
、
市
営
住
宅
な

ど
に
は
市
で
防
犯
カ
メ
ラ
は
設
置
し
て

い
な
い
。

■中尾  

教
育
委
員
会
に
お
け
る
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
検
討
状
況
は
。

■学校教育課長 

通
学
路
に
お
け
る
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
天
草

警
察
署
生
活
安
全
課
と
の
合
同
点
検
を

踏
ま
え
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。■中尾  

天
草
キ
リ
シ
タ
ン
館
の
休
館
日

の
追
加
で
入
館
者
の
少
な
い
時
期
（
２

月
・
６
月
・
９
月
・
12
月
）
に
休
館
日

を
設
け
て
展
示
品
の
入
れ
替
え
や
職
員

研
修
を
実
施
す
れ
ば
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

つ
な
が
る
と
思
う
が
。

■観光文化部長 

休
館
日
を
設
け
る
こ

と
に
よ
り
安
全
で
余
裕
を
も
っ
た
展
示

物
の
搬
入
や
設
置
を
行
う
こ
と
が
で

き
、
よ
り
充
実
し
た
質
の
高
い
特
別
展

な
ど
の
開
催
が
可
能
と
考
え
る
。
ま
た

職
員
の
研
修
時
間
の
確
保
も
容
易
と
な

り
資
質
向
上
や
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
図
ら

れ
総
合
的
に
市
民
や
来
館
者
へ
の
サ
ー

ビ
ス
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
お
り
、
休

館
日
の
追
加
に
つ
い
て
は
運
営
委
員
会

で
も
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

■中尾  

県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
収

納
率
で
も
あ
る
本
市
に
お
い
て
も
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
を
導
入
で
き
な

い
か
。■市民生活部長 

本
市
で
は
口
座
振
替

で
の
納
付
を
推
奨
し
て
き
て
お
り
、
今

後
も
継
続
す
る
。
県
内
で
は
熊
本
市
が

本
年
10
月
か
ら
の
運
用
を
始
め
る
と
聞

い
て
い
る
の
で
、
導
入
後
の
効
果
に
つ

い
て
注
視
し
た
い
。

さ
ら
に
他
市
の
導

入
状
況
も
参
考
に

し
な
が
ら
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
。

中尾 友二
議員

●
一
般
廃
棄
物
の
減
量
化
・
資
源
化
の
推
進
に
つ
い
て

●
文
化
財
の
保
護
保
全
活
動
に
つ
い
て

●
高
齢
運
転
者
の
危
険
運
転
対
策
に
つ
い
て
　

■前田  

今
、
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化

が
市
民・事
業
者
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

新
ご
み
処
理
施
設
建
設
事
業
の
概
要
と

進
捗
状
況
、
今
後
の
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
施
設
の
目
ざ
す
在
り
方
は
。
望
ま

し
い
施
設
と
は
。

■市長  

地
元
と
協
定
を
締
結
し
、
用
地

買
収
に
着
手
し
た
。
現
在
、施
設
規
模
・

処
理
方
式
を
検
討
中
で
あ
る
。
今
後
、

現
老
朽
施
設
の
適
正
管
理
に
努
め
、
人

口
減
少
の
中
、
上
天
草
市
・
苓
北
町
と

も
連
携
し
て
、
事
業
費
や
維
持
管
理
費

の
削
減
を
図
り
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
施
設

の
早
期
完
成
を
目
ざ
し
て
い
き
た
い
。

■前田  

文
化
財
の
保
護
保
全
活
動
に
つ

い
て
、基
本
的
に
は
、所
有
者
が
行
う
。

保
存
管
理
が
困
難
な
文
化
財
は
、
地
域

社
会
全
体
で
支
援
を
行
う
。
文
化
財
保

護
保
全
活
動
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
成

す
る
制
度
の
創
設
が
必
要
。

■市長  

貴
重
な
財
産
で
あ
る
文
化
財
を

次
世
代
へ
継
承
し
て
い
く
こ
と
は
市
民

全
体
の
責
務
で
あ
る
。
先
進
事
例
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
適
正
な
管
理
方
法
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

■前田  

連
日
報
道
さ
れ
て
い
る
高
齢
運

転
者
の
危
険
運
転
対
策
に
つ
い
て
、
運

転
免
許
証
の
自
主
返
納
制
度
を
含
め
た

交
通
安
全
対
策
は
。
自
主
返
納
者
に
対

す
る
支
援
制
度
や
特
典
、
支
援
策
は
。

高
齢
市
民
か
ら
交
通
事
故
加
害
者
を
出

さ
な
い
、
歩
行
者
等
市
民
に
被
害
者
を

出
さ
な
い
た
め
に
、
新
た
な
外
出
支
援

が
必
要
で
あ
る
。
強
く
要
望
す
る
。

■市長  

交
通
不
便
地
域
を
多
く
抱
え
る

本
市
の
住
民
の
生
活
に
は
、
自
家
用
車

は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

高
齢
運
転
者
が
年
々
増
加
し
て
い
る
本

市
に
お
い
て
は
、
だ
れ
も
が
事
故
を
起

こ
し
た
り
、
事
故
に
遭
遇
し
た
り
す
る

可
能
性
が
十
分
に
あ
る
。
国
が
進
め
る

高
齢
者
に
向
け
た
交
通
政
策
な
ど
を
注

視
し
な
が
ら
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て

交
通
安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

前田 正之
議員

号
番
告
通

者
問
質

質
　
　

問
　
　

事
　
　

項

１

尾
中
　

二
友

　

て
い
つ
に
置
設
ラ
メ
カ
犯
防
の
へ
設
施
共
公
②

て
い
つ
に
置
設
館
料
資
と
画
計
興
振
化
文
③

て
い
つ
に
用

２

田
前
　

之
正

て
い
つ
に
進
推
の
化
源
資
・
化
量
減
の
物
棄
廃
般
一
①

て
い
つ
に
動
活
全
保
護
保
の
財
化
文
②

て
い
つ
に
策
対
転
運
険
危
の
者
転
運
齢
高
③

３

崎
浜
　

臣
昭

て
い
つ
に
式
人
成
①②

11
月
18

て
い
つ
に
日
の
陽
夕
草
天
・
日

て
い
つ
に
道
街
景
風
草
天
③

て
い
つ
に
駅
の
道
、
駅
の
海
④

て
い
つ
に
マ
ラ
ド
河
大
Ｋ
Ｈ
Ｎ
年
０
２
０
２
⑥

４

木
赤
　

男
武

て
い
つ
に
業
事
談
相
律
法
料
無
①

て
し
連
関
に
例
条
宅
住
営
市
草
天
②

５

塚
大
　

生
基

て
い
つ
に
進
推
の
業
農
域
地
な
能
可
続
持
①

て
い
つ
に
社
公
産
物
島
宝
②

６

崎
浜
　

昭
義

て
い
つ
に
税
画
計
市
都
と
画
計
市
都
び
及
税
産
資
定
固
①

て
い
つ
に
税
保
国
②

て
い
つ
に
収
回
の
ミ
ゴ
洋
海
③

７

口
門
　

徹

て
い
つ
に
設
施
の
等
舎
庁
本
市
草
天
①

８

池
蓮
　

正
良

て
い
つ
に
減
軽
担
負
の
税
保
国
る
ぎ
す
高
①

り
く
づ
ち
ま
る
せ
ら
暮
て
し
心
安
が
者
齢
高
・
者
い
が
障
②

り
く
づ
ち
ま
の
位
本
民
住
③

９

田
益
　

昭
政

て
い
つ
に
画
計
備
整
路
道
の

て
い

10

通
五
　

作
俊

て
い
つ
に
法
進
推
減
削
ス
ロ
品
食
①

て
い
つ
に
険
保
車
転
自
②

て
い
つ
に
池
め
た
用
業
農
③
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【
成
人
式
に
つ
い
て
】

■浜崎  
民
法
改
正
に
よ
り
3
年
後
の

2
0
2
2
年
4
月
1
日
か
ら
成
人
年
齢

が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
た
め
「
18

歳
成
人
式
」
が
開
催
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
。
見
解
を
問
う
。

■市長  

今
年
度
は
、
全
10
地
区
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
。
成
人
式
の
開
催

方
法
等
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
協
議
を

重
ね
て
い
く
。

【
11
月
18
日・天
草
夕
陽
の
日
に
つ
い
て
】

■浜崎  

短
歌
大
会
と
の
連
携
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。
ま
た
投
函
箱
の
設
置
を

お
願
い
し
た
い
。■観光文化部長  

短
歌
大
会
は
10
月
20

日
に
天
草
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
が
決

定
し
て
い
る
が
、
実
行
委
員
会
と
の
連

携
を
協
議
い
た
だ
き
た
い
。
民
間
団
体

が
主
体
と
な
る
取
り
組
み
を
行
政
が
支

援
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
天
草
西
海

岸
サ
ン
セ
ッ
ト
協
議
会
に
お
い
て
事
業

計
画
を
策
定
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

投
函
箱
は
、
ブ
ル
ー
ガ
ー
デ
ン
に
試
験

的
に
設
置
す
る
。

【
天
草
風
景
街
道
に
つ
い
て
】

■浜崎  

終
点
・
起
点
の
牛
深
小
森
海
岸

に
ト
イ
レ
を
設
置
で
き
な
い
か
。
ま
た

﨑
津
「
海
上
マ
リ
ア
像
」
電
灯
の
電
線

の
撤
去
を
お
願
い
し
た
い
。

■観光文化部長  

ト
イ
レ
の
整
備
を
行

う
計
画
は
な
い
。
マ
リ
ア
像
の
電
線
は

改
善
が
で
き
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
改
修

等
行
う
。

■市長  

今
の
と
こ
ろ
ト
イ
レ
の
整
備
を

行
う
予
定
は
な
い
が
、
小
森
海
岸
の
利

用
に
大
き
な
動
き
が
あ
っ
た
ら
、
担
当

部
署
で
検
討
す
る
。

【
う
し
ぶ
か
海
の
駅
、
道
の
駅
に
つ
い
て
】

■浜崎  
海
の
駅
の
利
用
が
あ
ま
り
に
も

少
な
い
。
今
後
の
対
策
を
問
う
。
道
の

駅
の
看
板
等
の
見
直
し
の
必
要
は
な
い

か
。
ま
た
近
年
急
増
す
る
キ
ャ
ン
ピ
ン

グ
カ
ー
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
も
問
う
。

■■建設部長・観光文化部長  
海
の
駅

の
利
用
拡
大
に
つ
な
が
る
よ
う
情
報
発

信
の
強
化
に
努
め
て
い
く
。
道
の
駅
の

看
板
や
標
記
の
改
善
策
を
検
討
し
て
い

く
。
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
の
受
け
入
れ

対
応
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
、大
池
田

の
港
湾
や
後
浜
、
元
下
須
な
ど
の
用
地

を
市
で
借
り
上
げ
る
こ
と
も
検
討
す
る
。

【
出
水
駅
蔵
之
元
港
間
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に

つ
い
て
】

■浜崎  

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
あ
ま
り
に
も

旧
型
で
苦
情
の
声
が
多
い
。
交
渉
の
余

地
は
な
い
か
。■地域振興部長  

利
用
者
の
声
を
踏
ま

え
て
、
運
行
事
業
者
へ
要
望
し
て
い
く
。

●
成
人
式
に
つ
い
て

●【
天
草
夕
陽
の
日
】ほ
か
観
光
振
興
に
つ
い
て

■赤木  

近
年
、
消
費
者
金
融
関
連
を
含
め

民
事
や
刑
事
に
関
す
る
相
談
事
案
が
増
え

て
き
て
い
る
。
現
在
の
法
律
相
談
の
現
状

と
市
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
の
窓
口
の
開

設
は
で
き
な
い
か
。

■地域振興部長  

市
主
催
の
無
料
法
律
相

談
は
毎
月
第
3
水
曜
日
に
女
性
の
た
め
の

「
法
律
相
談
」
を
開
設
。
そ
の
他
は
天
草

信
用
金
庫
で
毎
月
第
2
木
曜
日
に
民
事
と

刑
事
、
毎
週
金
曜
日
に
多
重
債
務
問
題
と

初
回
の
み
無
料
と
な
る
相
続
・
遺
言
問
題
、

牛
深
総
合
セ
ン
タ
ー
で
毎
月
第
４
水
曜
日

に
刑
事
と
民
事
を
実
施
。
ま
た
、
本
渡
商

工
会
議
所
で
毎
月
第
１
金
曜
日
に
事
業
者

向
け
を
開
設
し
て
い
る
。
今
後
、
相
談
件

数
の
推
移
に
よ
り
対
応
を
検
討
し
た
い
。

■赤木  

民
法
改
正
に
よ
る
保
証
人
に
関
す

る
規
定
が
令
和
２
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ

る
こ
と
に
伴
う
市
営
住
宅
入
居
手
続
き
の

際
の
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

■建設総務課長  
入
居
申
請
時
の
請
書
に

連
帯
保
証
人
を
求
め
な
い
場
合
、
緊
急
連

絡
先
の
確
保
や
保
証
人
の
い
な
い
請
書
の

重
要
性
を
保
持
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

る
が
一
方
保
証
人
を
連
署
す
る
場
合
は
極

度
額
の
設
定
が
必
要
と
な
る
。
い
ず
れ
に

す
る
か
は
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

※
極
度
額
設
定
…
使
用
料
を
保
証
人
が
支

払
う
場
合
の
上
限
額
を
定
め
る
も
の
。

■赤木  
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
社
会
が
広
が
っ
て
く
る
。
す
で
に
韓

国
の
90
％
を
筆
頭
に
、
世
界
各
国
で
は

40
％
〜
60
％
に
対
し
、
日
本
で
は
20
％
台

で
あ
る
。
自
治
体
を
始
め
地
域
社
会
で
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
推
進
は
避
け
て
通

れ
な
い
。
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

■会計管理者  

行
政
分
野
で
は
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用

し
た
納
税
や
公
共
料
金
の
支
払
い
に
つ
い

て
は
、
費
用
対
効
果
な
ど
、
課
題
の
整
理

を
し
て
い
き
た
い
。

■観光文化部長  

小
規
模
事
業
者
等
に
対

す
る
国
の
補
助
等
が
予
定
さ
れ
て
い
る
た

め
、
制
度
を
周
知
す
る
と
と
も
に
観
光
振

興
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
化
の
推
進
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く
。

■経済部長  

本
年
４
月
に
市
内
商
工
関

係
団
体
と
軽
減
税
率
対
応
レ
ジ
導
入
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
対
応
の
普
及
促
進
に
係

る
周
知
・
啓
発
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
た
。
最
近
、
普
及
し
て
い
る
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
た
決
済
に
つ
い
て

は
、
店
舗
側
だ
け
で
な
く
利
用
者
に
と
っ

て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
普
及

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
市
民
に
対

し
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
セ
ミ

ナ
ー
開
催
や
ポ
イ
ン
ト
還
元
な
ど
の
情
報

を
提
供
し
な
が
ら
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

の
推
進
に
つ
い
て
検
討
・
研
究
を
進
め
て

い
く
。

●
都
市
計
画
税
に
つ
い
て

●
国
保
税
に
つ
い
て

●
海
洋
ご
み
の
回
収
に
つ
い
て

■浜崎  

都
市
計
画
税
は
、
課
税
す
る
か

否
か
、
税
率
を
ど
う
す
る
か
は
市
町
村

が
決
定
。
都
市
計
画
税
廃
止
を
決
定
し

た
自
治
体
は
、「
都
市
計
画
事
業
が
終

了
」、「
市
町
村
合
併
に
よ
る
影
響
」、「
課

税
区
域
内
で
、
都
市
計
画
事
業
の
実
施

状
況
に
差
が
あ
っ
た
た
め
」、「
市
街
化

区
域
の
み
に
課
税
す
る
事
は
公
平
性
を

欠
く
た
め
」、「
都
市
計
画
税
は
過
去
の

公
債
償
還
金
に
充
て
て
い
た
が
、
終
了

し
た
た
め
」
等
々
、
本
市
も
当
て
は
ま

る
部
分
が
多
く
あ
る
。
廃
止
す
べ
き
で

あ
る
。■■市民生活部長・総合政策部長   

平
成

29
年
度
の
都
市
計
画
税
徴
収
決
算
額

は
、
本
渡
約
２
億
７
，２
８
４
万
円
、

牛
深
約
３
，５
６
４
万
円
、
使
途
は
街

路
事
業
約
２
，７
０
０
万
円
、
公
園
事

業
約
９
０
０
万
円
、

下
水
道
事
業
約
１
，９

０
０
万
円
、
公
債
費

約
２
億
５
，５
０
０
万

円
で
、
牛
深
の
都
市

計
画
事
業
に
つ
い
て

は
既
存
事
業
の
ほ
か
、

県
へ
の
道
路
改
良
要

望
を
継
続
中
で
あ
る
。

■浜崎  
国
保
特
別
会
計
財
政
調
整
基

金
は
、
現
在
「
10
億
２
，０
３
２
万
６
，

３
２
４
円
」。
高
す
ぎ
る
保
険
料（
税
）

問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
、
重
要
な
政

治
課
題
。「
国
保
税
・
介
護
保
険
料
等
々

の
支
払
い
が
大
変
、
引
き
下
げ
て
ほ
し

い
」と
の
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

市
民
の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
国
民

健
康
保
険
料（
税
）の
引
き
下
げ
を
求
め

る
。■市民生活部長  

突
発
的
な
医
療
費
高
騰

に
よ
る
緊
急
な
事
態
を
想
定
し
て
基
金

は
必
要
。
保
険
税
を
引
き
下
げ
る
考
え

は
な
い
。

■浜崎  

海
に
流
れ
込
ん
だ
ご
み
に
は
、

海
洋
浮
遊
ご
み
・
海
中
浮
遊
ご
み
・
海

底
ご
み
が
存
在
し
、ど
こ
に
あ
る
の
か
、

ど
こ
を
漂
っ
て
い
る
の
か
把
握
す
る
の

は
不
可
能
。
本
市
に
は
、
建
網
漁
を
行

っ
て
い
る
漁
師
が
多
く
、
漁
業
者
の
力

を
借
り
る
こ
と
で
、
海
洋
ご
み
は
回
収

可
能
で
あ
る
。
本
市
が
世
界
に
先
駆
け

て
回
収
ご
み
を
買
い
取
る
取
り
組
み
を

行
う
こ
と
を
要
望
す
る
。

■経済部長  

漂
着
物
等
対
策
推
進
事
業

が
あ
る
が
、
海
洋
ご
み
の
買
い
取
り
に

つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

浜崎 昭臣
議員

赤木 武男
議員

●
市
主
催
の
無
料
法
律
相
談
の
開
設
は
で
き
な
い
か

●
市
営
住
宅
の
連
帯
保
証
人
を
廃
止
す
る
課
題

●
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
社
会
の
推
進
に
つ
い
て

持
続
可
能
な
地
域
農
業
の
推
進
に
つ
い
て

■大塚  

市
長
は
常
々
、
天
草
の
基
幹
産

業
は
農
林
水
産
業
で
あ
る
と
言
っ
て
い

る
。
総
合
計
画
の
中
で
も
基
幹
産
業
と

位
置
づ
け
、
基
盤
整
備
促
進
、
企
業
参

入
、
高
収
益
作
物
の
導
入
等
々
と
言
っ

て
い
る
。そ
こ
で
天
草
農
業
の
現
状
は
。

■農業振興課長  

農
家
戸
数
は
４
，７
３

０
戸
で
５
年
前
よ
り
６
７
８
戸
減
少
。

高
齢
化
率
は
、
65
歳
以
上
の
比
率
が

68
・
５
％
で
、
年
齢
別
で
は
29
歳
以
下

３
％
、
30
代
３
・
２
％
、
40
代
４
・６
％
、

50
代
９
・
２
％
、
60
代
以
上
が
80
％
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
耕
作
放
棄
地
の

面
積
は
、
２
，０
１
５
ｈ
ａ
で
あ
る
。

■大塚  

水
田
、畑
地
の
農
地
整
備
率
は
。

■農林整備課長  

水
田
52
・
１
％
、
畑

地
32
％
、
合
計
整
備
率
は
43
・
４
％
で

あ
る
。■大塚  

基
盤
整
備
推
進
に
は
人
・
農
地

プ
ラ
ン
策
定
が
必
要
だ
が
、
誰
が
音
頭

を
取
っ
て
い
る
の
か
。
地
域
か
、Ｊ
Ａ

か
、
市
か
。■経済部長  

地
域
の
担
い
手
で
構
成
す

る
推
進
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
い
た
だ

き
、
県
、Ｊ
Ａ
、
市
が
支
援
を
行
い
、

プ
ラ
ン
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
市

が
中
心
と
な
り
、
関
係
機
関
と
連
携
を

と
り
、
策
定
対
象
と
な
る
地
域
に
、
呼

び
か
け
て
い
る
。

■大塚  

条
件
不
利
地
で
あ
る
天
草
農
業

の
推
進
に
は
、
基
盤
整
備
や
法
人
化
な

ど
が
必
要
。
プ
ラ
ン
策
定
等
の
合
意
形

成
を
図
り
、
推
進
委
員
会
の
立
ち
上
げ

ま
で
の
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
が
必
要
で

あ
る
と
思
う
が
検
討
す
る
考
え
は
な
い

か
。■市長  

人
・
農
地
プ
ラ
ン
は
、
地
域
の

守
る
べ
き
農
地
と
今
後
、
農
業
を
担
う

中
心
経
営
体
と
な
る
農
業
者
と
を
地
域

で
位
置
づ
け
、
地
域
農
業
を
推
進
し
て

い
く
も
の
。
持
続
可
能
な
天
草
農
業
の

推
進
が
加
速
化
す
る
よ
う
、
新
規
就
農

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
設
立
と
併
せ
、

プ
ラ
ン
策
定
、
基
盤
整
備
、
法
人
化
な

ど
全
体
的
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
強
化
を

推
進
し
て
い
き
た
い
。

浜崎 義昭
議員

大塚 基生
議員
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■門口  
新
庁
舎
と
ア
ー
ト
ポ
リ
ス
事
業
と

の
比
較
並
び
に
改
善
点
等
、
市
民
の
利
便

性
の
向
上
や
メ
リ
ッ
ト
は
。

■市長  
前
計
画
で
の
総
事
業
費
68
億
円
、

本
体
工
事
費
55
億
円
を
見
直
し
、
そ
れ
ぞ

れ
48
億
円
、
40
億
円
と
し
た
。
新
庁
舎
と

ア
ー
ト
ポ
リ
ス
事
業
は
、
設
計
の
方
針
や

内
容
が
全
く
違
う
も
の
で
あ
る
た
め
、
単

純
に
比
較
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
考
え

る
。
数
値
の
現
状
と
し
て
答
え
さ
せ
て
い

た
だ
く
の
で
あ
れ
ば
、
前
の
設
計
で
は
、

延
床
面
積
１
４
，５
０
３
㎡
で
、
新
庁
舎
が

９
，９
９
２
㎡
で
あ
る
。

■門口  

１
㎡
当
り
建
設
費
は
前
計
画
が
38

万
円
、
新
庁
舎
が
43
万
円
。
市
長
公
約
で

は
事
業
費
を
20
億
円
削
減
が
、
最
終
的
に

17
億
円
。
同
条
件
で
の
比
較
、
既
に
前
計

画
に
約
５
千
万
円
、
ま
た
裁
判
中
の
賠
償

額
の
負
担
等
で
削
減
額
は
約
13
億
円
で
は
。

■市長  

前
計
画
は
基
本
設
計
時
の
概
算
で

あ
る
の
で
比
較
は
困
難
。
本
計
画
に
お
い

て
は
、
東
日
本
大
震
災
復
興
事
業
の
本
格

化
、
そ
の
後
の
熊
本
地
震
な
ど
の
自
然
災

害
に
よ
る
人
員
不
足
や
人
件
費
・
資
材
費

の
高
騰
、
猛
暑
や
台
風
で
工
期
の
延
長
に

よ
り
約
３
億
円
増
額
し
た
。
ま
た
、
財
源

は
当
初
合
併
特
例
債
の
活
用
で
負
担
額
は

17
億
２
千
万
円
を
、
新
庁
舎
は
一
般
単
独

災
害
復
旧
事
業
債
活
用
で
約
８
億
４
千
万

円
、
約
８
億
８
千
万
円
縮
減
で
き
た
。

■門口  

現
在
の
駐
車
場
で
は
、
住
民
窓
口

の
繁
忙
期
等
は
不
足
す
る
。
イ
ベ
ン
ト
等

の
駐
車
場
や
避
難
所
利
用
も
考
慮
し
、
立

体
駐
車
場
（
一
部
職
員
駐
車
場
）
を
建
設

し
て
は
。
建
設
費
償
還
の
財
源
に
、
職
員

駐
車
場
の
利
用
料
も
充
て
ら
れ
る
。

■総務部長  

旧
新
館
解
体
後
、
77
台
の
駐

車
区
画
を
確
保
し
、
合
計
１
３
４
台
と
な

る
。
立
体
駐
車
場
を
建
設
す
る
に
は
、
土

地
条
件
に
９
０
０
㎡
以
上
必
要
で
、
新
庁

舎
前
駐
車
場
を
含
め
て
３
階
建
て
で
１
９

５
台
と
な
る
計
算
に
な
る
。
建
設
費
や
管

理
費
用
等
も
含
め
、
慎
重
に
検
討
す
る
。

■門口  

施
設
の
整
理
・
統
廃
合
計
画
の
取

り
組
み
の
進
捗
状
況
や
成
果
に
つ
い
て
。

■財産経営課長  
市
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
を
策
定
し
、
廃
止
や
譲
渡
（
売
却
）

な
ど
の
方
向
性
を
定
め
、
集
会
施
設
な
ど

４
６
５
施
設
を
対
象
に
３
８
１
施
設
で
目

標
を
達
成
し
て
い
る
。。

■門口  
本
庁
舎
や
複
合
施
設
な
ど
の
事
業

費
に
約
92
億
円
、
財
源
は
国
庫
支
出
金
、

市
債
を
充
当
し
て
も
約
21
億
円
程
度
は
市

の
負
担
。
財
政
調
整
基
金
は
年
々
減
少
し

て
い
る
が
。
ま
た
、
今
後
、
建
設
予
定
の

施
設
の
事
業
費
等
は
。

■総合政策部長  
合
併
時
の
財
政
調
整
基

金
は
63
億
円
、
平
成
30
年
度
の
決
算
剰
余

金
に
よ
り
本
年
度
末
は
約
80
億
円
と
な
る

見
込
み
。
今
後
、
宮
地
岳
道
の
駅
は
工
事

費
約
２
億
４
千
万
円
。
そ
の
他
の
施
設
は

概
算
で
、
白
亜
紀
資
料
館
約
10
億
円
、
ス

ポ
ー
ツ
拠
点
施
設
約
21
億
円
、
本
渡
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
約
20
億
円
と
見
込
ん
で
い

る
。■門口  

次
世
代
へ
の
負
担
を
軽
減
し
、
子

ど
も
や
市
民
生
活
、
サ
ー
ビ
ス
等
関
連
の

必
要
な
投
資
の
優
先
を
お
願
い
す
る
。

天
草
市
本
庁
舎
等
の
施
設
に
つ
い
て

高
す
ぎ
る
国
保
税
の
負
担
軽
減
を

門口  徹
議員

【
子
ど
も
の
均
等
割
廃
止
を
】

■蓮池  

貧
困
と
格
差
が
広
が
る
中
、
天
草

市
に
お
い
て
も
同
程
度
の
所
得
層
で
、
健

康
保
険
料
負
担
を
め
ぐ
っ
て
、
差
が
大
き

く
な
り
、国
保
税
が
割
高
と
な
っ
て
い
る
。

　
均
等
割
を
廃
止
し
て
、
子
ど
も
へ
の
課

税
積
算
を
改
め
る
べ
き
。
本
市
の
国
保
税

算
定
は
、
数
年
前
に
資
産
割
を
廃
止
し
、

応
益
割
で
は
、
１
人
当
た
り
い
く
ら
で
積

算
す
る
均
等
割
と
、
１
世
帯
当
た
り
い
く

ら
で
積
算
す
る
平
等
割
が
あ
り
、
構
造
的

に
家
族
人
数
が
多
い
世
帯
は
割
高
に
な
る

傾
向
を
有
し
て
い
る
。

　
本
市
は
県
下
で
一
番
面
積
が
広
い
自
治

体
で
あ
り
、
高
齢
化
比
率
が
進
ん
で
い
る

中
山
間
地
自
治
体
の
中
で
も
少
子
化
の
進

行
が
、
小
学
校
の
統
廃
合
を
加
速
さ
せ
、

子
育
て
世
代
の
定
住
人
口
も
激
減
す
る
様

相
。
一
方
で
、
本
市
の
地
場
産
業
担
い
手

創
造
の
見
地
か
ら
も
、
親
元
就
業
支
援
を

一
次
産
業
で
始
め
て
い
る
。
通
う
小
学
校

が
集
落
か
ら
遠
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
親
元

就
業
を
め
ざ
し
て
い
る
若
い
家
族
の
決
断

に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
事
態
も
あ
る
。
あ

る
い
は
、
多
く
の
地
区
振
興
会
ご
と
に
み

て
も
若
い
世
代
の
人
口
比
率
が
低
下
す
る

傾
向
は
否
め
な
い
。

　
私
の
最
初
の
指
摘
は
、
場
合
に
よ
っ
て

法
律
改
正
ま
で
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
。
地
方
自
治
体
同
士
で
研
究
し
、
地
元

選
出
国
会
議
員
や
各
党
に
も
要
請
が
求
め

ら
れ
る
。
県
内
市
町
村
の
動
向
は
。

　
本
市
は
、
医
療
費
窓
口
負
担
は
、
18
歳

ま
で
無
料
化
の
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た

が
、
国
保
税
そ
の
も
の
は
積
算
さ
れ
る
仕

組
み
の
ま
ま
な
の
で
、
国
保
税
の
課
税
徴

収
の
ル
ー
ル
を
改
め
る
こ
と
が
、
避
け
て

通
れ
な
い
。■市民生活部長  

６
月
22
日
付
け
報
道
に

よ
る
と
、
芦
北
町
が
18
歳
以
下
の
均
等
割

に
つ
い
て
減
免
を
実
施
す
る
、
旨
の
記
事

を
確
認
し
た
。
そ
の
他
は
、
把
握
で
き
て

い
な
い
。

【
他
の
健
康
保
険
と
の
整
合
性
】

■蓮池  

市
職
員
や
市
内
の
多
く
の
事
業
所

に
お
勤
め
の
場
合
は
、
お
子
さ
ん
方
の
健

康
保
険
料
は
、
扶
養
す
る
親
御
さ
ん
方
の

保
険
料
負
担
で
賄
っ
て
お
り
、
わ
ざ
わ
ざ

均
等
割
を
追
加
し
て
徴
収
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
。
国
保
で
は
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
て

被
保
険
者
が
増
え
る
と
、
出
生
届
に
伴
う

国
保
の
加
入
届
を
済
ま
せ
る
段
階
で
、
月

単
位
で
国
保
税
均
等
割
が
カ
ウ
ン
ト
さ
れ

る
。
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
制
度
が
あ
る

の
で
、
病
院
窓
口
は
医
療
費
の
負
担
が
な

い
が
、
税
金
負
担
は
増
額
が
発
生
す
る
。

　
少
な
く
と
も
健
康
を
維
持
す
る
面
で

は
、「
国
民
健
康
保
険
」
よ
り
「
協
会
け

ん
ぽ
」
の
方
が
、
個
人
負
担
が
少
な
く
、

持
続
可
能
性
も
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
少
な
く
と
も
協
会
け
ん
ぽ
水
準
ま
で
、

国
保
税
水
準
を
引
き
下
げ
る
こ
と
が
、
市

民
の
負
担
に
焦
点
を
当
て
る
と
、
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
。

蓮池 良正
議員

●
食
品
ロ
ス
削
減
推
進
法
に
つ
い
て

●
自
転
車
保
険
に
つ
い
て

●
農
業
用
た
め
池
に
つ
い
て

【
食
品
ロ
ス
削
減
推
進
法
に
つ
い
て
】

■五通  

ま
だ
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
食

品
が
大
量
に
廃
棄
さ
れ
て
い
る
。「
食

品
ロ
ス
」
は
、
2
0
1
6
年
度
で
約

6
4
3
万
ト
ン
、
事
業
系
が
3
5
2
万

ト
ン
、
家
庭
か
ら
2
9
1
万
ト
ン
に
な

る
。
こ
れ
は
国
民
1
人
が
茶
わ
ん
1
杯

分
の
ご
は
ん
を
毎
日
捨
て
て
い
る
事
に

な
る
。食
品
ロ
ス
削
減
を「
国
民
運
動
」

と
し
て
、
本
市
が
先
頭
に
立
っ
て
力
を

発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

■市長  

食
品
を
大
量
に
廃
棄
し
て
い
る

現
状
は
大
変
危
惧
さ
れ
る
べ
き
問
題
で

あ
る
。
廃
棄
さ
れ
る
食
品
を
見
る
た
び

に
「
も
っ
た
い
な
い
」
気
持
ち
に
な
り
、

現
代
の
飽
食
に
心
を
痛
め
て
い
る
。
本

市
に
お
い
て
も
官
民
一
体
と
な
り
積
極

的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

【
自
転
車
保
険
に
つ
い
て
】

■五通  

自
転
車
事
故
を
起
こ
し
た
加
害

者
に
対
し
、
高
額
な
賠
償
金
の
判
決
が

出
て
い
る
。
加
害
者
側
が
保
険
に
未
加

入
の
た
め
、
高
額
の
賠
償
金
を
払
え
ず

破
産
し
た
り
、
被
害
者
側
が
十
分
な
補

償
を
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
、
双
方
に

と
っ
て
不
幸
な
事
案
も
発
生
し
て
い

る
。
自
転
車
保
険
加
入
の
義
務
化
や
促

進
を
求
め
る
条
例
を
制
定
し
た
、
自
治

体
の
制
度
化
の
動
き
は
広
が
り
を
見
せ

て
い
る
。
市
の
考
え
は
。

■地域振興部長  
本
市
に
お
き
ま
し
て

は
、
県
の
条
例
を
準
用
し
な
が
ら
引
き

続
き
加
入
促
進
の
広
報
・
啓
発
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

■五通  「
自
転
車
保
険
加
入
の
義
務
化

や
促
進
を
求
め
る
条
例
」
が
で
き
る
こ

と
で
、
万
一
の
事
故
、
高
額
賠
償
に
も

対
応
で
き
、
市

民
を
守
る
こ
と

に
つ
な
が
る
。

今
後
の
検
討
を

お
願
い
し
た
い
。

【
農
業
用
た
め
池
に
つ
い
て
】

■五通  

今
年
4
月
に
「
農
業
用
た
め
池

管
理
保
全
法
」
が
成
立
。
所
有
者
、
管

理
者
は
、
県
へ
の
届
け
出
が
義
務
付
け

ら
れ
る
が
、
確
認
や
周
知
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

■経済部長  

所
有
者
、
管
理
者
へ
の
周

知
・
啓
発
が
最
も
重
要
と
考
え
、
県
と

協
議
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

五通 俊作
議員

■益田  

昭
和
35
年
５
月
に
当
時
の
牛
深

市
議
会
で
計
画
決
定
し
た
路
線
で
未
完

成
の
路
線
と
し
て「
鬼
塚
〜
牛
深
港
線
」

が
あ
る
。
こ
の
路
線
は
旧
商
店
街
を
通

り
、先
に
は
市
民
病
院
や
漁
協
が
あ
り
、

ま
た
小
学
校
や
中
学
校
の
通
学
路
と
し

て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
一
車
線
で
交

通
量
も
多
く
学
生
の
安
全
が
懸
念
さ
れ

る
。
こ
の
地
区
か
ら
の
道
路
拡
張
の
要

望
も
続
い
て
い
る
が
、、
天
草
市
は
こ

の
道
路
に
対
し
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
き
た
の
か
。

■建設部長   「
鬼
塚
〜
牛
深
港
線
」
は
、

昭
和
47
年
度
か
ら
中
央
土
地
区
画
整

理
、
お
よ
び
県
の
街
路
事
業
に
よ
り
７

２
０
ｍ
が
整
備
さ
れ
、
改
良
率
は
65
・

５
％
で
あ
る
。
地
元
か
ら
は
通
学
時
の

安
全
確
保
や
緊
急
車
両
の
通
行
、
商
店

へ
の
荷
卸
し
の
利
便
性
向
上
等
を
目
的

と
し
た
道
路
拡
張
の
要
望
が
出
さ
れ
、

本
市
は
事
業
主
体
の
熊
本
県
に
対
し
要

望
を
続
け
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
27
年

に
は
牛
深
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
よ
り
道
路
網
の
充
実
を
図
る
と

さ
れ
て
い
る
。

■益田  

計
画
決
定
か
ら
59
年
が
経
過
し

た
。
地
区
住
民
の
高
齢
化
も
進
み
、
開

発
は
よ
り
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
交
通

量
の
調
査
や
地
区
住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
は
実
施
し
た
の
か
。

■建設部長  

平
成
23
年
１
月
に
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
行
い
、
２
１
９
人
を
対
象

に
１
０
９
人
の
回
答
を
得
た
。「
必
要

な
路
線
で
あ
り
、
早
急
に
取
り
組
む
べ

き
」
と
57
％
の
回
答
を
得
た
一
方
、
15

％
の
反
対
も
あ
っ
た
。
ま
た
交
通
量
の

調
査
は
実
施
し
て
お
ら
ず
、
現
在
の
交

通
量
は
把
握
し
て
い
な
い
。

■益田  

行
政
と
し
て
地
区
住
民
へ
の
働

き
か
け
が
必
要
だ
。
子
ど
も
や
高
齢
者

の
安
全
を
第
一
に
交
通
量
の
調
査
や
安

全
対
策
の
議
論
を
進
め
、
整
備
等
の
必

要
が
あ
れ
ば
プ
ラ
ン
の
提
案
、
そ
の
後

の
意
見
聴
取
を
進
め
て
ほ
し
い
。

■市長  

こ
の
路
線
に
つ
い
て
は
、
非
常

に
狭
隘
な
地
域
で
あ
り
、
ま
た
、
事
業

開
始
時
の
社
会
情
勢
や
地
域
の
実
情
等

に
よ
り
整
備
に
至
ら
な
か
っ
た
経
緯
も

十
分
認
識
し
て
い
る
。
本
路
線
の
重
要

な
課
題
で
あ
る
急
傾
斜
地
の
対
策
や
通

学
路
の
安
全
性
確
保
な
ど
、
安
全
安
心

な
交
通
環
境
確
保
に
向
け
、
事
業
主
体

で
あ
る
熊
本
県
と
協
議
を
重
ね
て
い
き

た
い
。

益田 政昭
議員

牛
深
の
都
市
計
画
道
路

「
鬼
塚
〜
牛
深
港
線
」
に
つ
い
て
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令
和
元
年
８
月
定
例
会

          

会
期
日
程（
予
定
）

傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
!!

期
　
日

会
　
議

程
日
事
議

月
８

27

㊋
日

議
会
本

会
開

明
説
の
由
理
案
提

月
８

30

㊎
日

議
会
本

疑
質

㊊
日
２
月
９

休　
会

会
員
委
活
生
民
市

会
員
委
済
経
設
建

㊋
日
３
月
９

休　
会

会
員
委
策
政
務
総

会
員
委
生
厚
育
教

㊌
日
４
月
９

休　
会

会
員
委
算
決
算
予

）
算
予
正
補
（

㊊
日
９
月
９

休　
会

会
員
委
算
決
算
予

）
係
関
会
員
委
策
政
務
総
（

月
９

10

㊋
日

休　
会

会
員
委
算
決
算
予

）
係
関
会
員
委
活
生
民
市
（

月
９

11

㊌
日

休　
会

会
員
委
算
決
算
予

）
係
関
会
員
委
済
経
設
建
（

月
９

12

㊍
日

休　
会

会
員
委
算
決
算
予

）
係
関
会
員
委
生
厚
育
教
（

月
９

17

㊋
日

議
会
本

問
質
般
一

月
９

18

㊌
日

議
会
本

問
質
般
一

月
９

19

㊍
日

議
会
本

問
質
般
一

月
９

20

㊎
日

議
会
本

・
告
報
長
員
委

会
閉・
決
採・
論
討

政務活動報告

　津南町の桑原悠町長から、開かれた町長室などについ
て話を聞いた。津南町の過疎化、少子高齢化など様々な
問題に取り組む中、現役の子育て世代、若い世代の声を
もっと実現、実行したい気持ちで町長になったとのこと。
地区の座談会で、子どもがいない、昔のように祭りを開
催したいなど様々な意見がある中、保育園数の減少、一
時預かりもない、町役場にも子どものスペースもないこ
とから、保護者が色々な手続きなどの時間だけでも、町
長室に預けられないかと思い職員との協議の結果、町長
室を育児スペースに決定。しかし、毎日、町長室にいる
ことができないことに加え、利用者も少ないため、今後
は一時預かりや病児保育などの設置に取り組み、また移
住定住者を増やし、祭り、運動会など老若男女参加でき
るイベントなどを開催していきたいとのことだった。
　天草市も少子高齢
化の中、全世代が参
加できる市内各町対
抗運動会などを開催
し、天草全体が盛り
上がるような企画の
必要性を考えさせら
れた。

令和元年5月20日～22日 政友会（浜崎昭臣・平山泰司・船辺 修・柴田 誠）

【新潟県津南町】
開かれた町長室について

　燕市議会堀勝重副議長からご挨拶をいただき、地域振
興課本間課長から「つばめ若者」会議について話を聞い
た。つばめ若者会議は若者自らが暮らし、子ども達に
20年後の燕市はどんなまちづくりがよいかを語り、実
現のために行動していく「若者によるまちづくりの場」
として、16～40歳のメンバーで全体会議や自主会議な
どすべて運営をされていた。これまでに62事業を実行
され、デートマップ企画、燕市PR企画in東京などを実
施されていた。今後の課題は、新たなメンバーの参画、
地域との連携事業、活動の見える化、市民への情報発信
などがあるとのことであった。
　天草市も少子高齢化で20年後の天草を考えると、次
世代のリーダーなど、天草を担う若者が活躍しやすいま
ちづくりをと考えさせられた。　

【新潟県燕市】
つばめ若者会議について

　本施設は、老朽化した清掃工場の新たなごみ処理施設
として平成29年10月完成・稼働。建設から運営までを
一括したDBO(公設民営)にて、「信頼できる・安心できる・
親近感のある施設」の事業基本コンセプトを実現できる

「エネルギー回収施設」として整備された。
　適正なごみ処理、ダイオキシン類等の有害物質の削減、
ごみ焼却熱を利用した発電による余剰電力を売電。また

「流動床式ガス化溶融炉」の採用により焼却灰をスラグ
化し、道路の基盤材やコンクリートブロックの資材とし
て利用し、最終処分量を１／６に削減。ごみを粉砕し高
温によりごみが自然発火するシステムのため最初の発火
までの燃料で済み、燃料費削減になっているとのことだ
った。
　平成30年度の売電収入は8,587万円、建設費92億
6,640万円、運転維持費(20年契約)107億6,004万円。
ストーカー炉に比べ機能が多くシステムも複雑化してお
り運転・管理・操
作等の難易度が高
いことが課題。天
草の新ごみ処理施
設建設に学んだこ
とを提言したい。

令和元年６月５日～７日 天政会（池田裕之・脇島義純・中村三千人・勝木幸生・鶴戸継啓）、宮下幸一郎

【山形市広域環境事務組合】
立谷川エネルギー回収施設の仕組みについて

　本ジオパークは栗駒火山を源流とする３本の川、ラム
サール条約に登録された広大な低湿地と平成20年岩手・
宮城内陸地震と東日本大震災の２つの大震災により起こ
った大断層で、さまざまな自然災害を乗り越えた自然と
の共生がこのジオパークのテーマ。恐竜の化石や地球内
部の岩石などでなく自然の営みの中で発生した噴火や浸
食・地震発生により一瞬にして変動を遂げた大地の物語。
ビジターセンター完成までの経過は、学校跡地利活用公
募“栗駒山麓ジオパーク推進協議会”から市へビジターセ
ンターとしての活用が要望されたことから始まる。
①学びの場（防災教育・学術情報提供による学びの場）
②観光振興（栗駒山の自然を楽しみに訪れ立ち寄り利用）
③地域活性化（地域コミュニティの活動場所としての利
用）。理念は「市民とともに歩み・成長するジオパーク
づくりの拠点」として、ジオパーク活動の分野を市民活
動へ拡大し地域の誇
りとして磨き、成果
として夢や生きがい
に繋げることとのこ
とだった。更新され
る御所浦資料館に、
この取り組みを具申
していきたい。

【宮城県栗原市】
栗駒山麓ジオパーク活動の取り組みについて

はるか

長年の功績を称え

全国市議会議長会
永年勤続議員表彰

　今回、永年勤続議員として表彰をいただき、
これまで支えていただいた市民の皆さまや行
政の皆さまにあらためて感謝を申し上げます。
今後、与えられた時間、自己研鑽に励み、初
心を忘れずに、天草市の均衡ある地域発展を
目ざして努力してまいります。これからも皆
さまのご指導とご鞭撻をよろしくお願いいた
します。

　このたび、全国市議会議長会より、20年の
永年勤続表彰を賜りました。多くの皆さまに
心から感謝申し上げます。この地域に生まれ、
この地域で育ち、この地域で一生を終えるこ
とに喜びを持てる地域づくりのために、フラ
ンスの元シラク大統領が言った『政治は必要
なことを可能にする術である』を信条とし、
最年長議員として率先行動します。

　６月11日に東京で開催された第95回全国市議会議長会定期総会において、
本市議会より２名の議員が表彰を受けられました。また、６月14日の本会議
において、表彰状の伝達及び市長から感謝状の贈呈が行われました。

脇 島  義 純 議員
（議員20年表彰）

浜 崎  昭 臣 議員
（議員20年表彰）

議員より一言議員より一言

議員歴
・平成10年７月～ 18年３月

（牛深市議会議員）

・平成18年４月～現在
　（天草市議会議員）

議員歴
・平成３年５月～平成18年

３月（御所浦町議会議員）
（町議会議員の勤続年数は、1/2が
市議会議員の年数に通算される。）

・平成18年４月～現在
　（天草市議会議員）
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　新元号「令和」になって初めての、また新庁
舎において初めての定例会が行われました。
　この新しい議場において本市議会の新たな歴
史が始まりましたが、これからも言論の府とし
ての責務を全うしていきます。主な内容

●新議場での議会がスタート ………………Ｐ２～３
●補正予算の主な内容 ………………………Ｐ６～７
●一般質問 ……………………………………Ｐ８～13
●永年勤続議員表彰・会期日程 ……………Ｐ14
●政務活動報告 ………………………………Ｐ15
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新たな議場、新たな歴史新たな議場、新たな歴史

門口　徹

　豪
雨
災
害
が
懸
念
さ
れ
る
時
期
で
あ
り

ま
す
が
自
然
災
害
は
、
い
つ
何
時
起
こ
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
情
報
の
収
集
や
早
目
の
避

難
、
そ
し
て
身
を
守
る
行
動
を
取
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　今
年
度
に
入
り
５
月
に
は
新
元
号
「
令

和
」
に
な
り
、
６
月
に
は
新
庁
舎
が
開
庁
し
、

天
草
市
に
お
い
て
も
大
き
く
新
し
い
時
代

に
移
り
変
わ
る
年
度
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　令
和
時
代
に
お
い
て
も
市
議
会
の
情
報

を
よ
り
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
届
け
で
き
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　今
後
と
も
、
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
鶴
戸
継
啓
）

副委員長 
下田昇一郎

鶴戸継啓 濱洲大心

委員長
柴田　誠

五通俊作

蓮池良正

広報広聴
委員会

追 跡 指 令
シリーズ

気になる！一般質問のその後‼

今回の指令 小中学校等への空調設備設置のその後を追跡せよ‼

学校施設への空調設備設置に関する追跡調査報告書

　これまで複数回にわたり一般質問において要望が行われた小中学校等への空調設
備設置。この件については、平成29年第３回定例会の一般質問において、中村市
長より「子どもたちが心地よく学習に取り組む環境を整えるため設置に取り組む」
との答弁が行われた。
　今回は、「学校施設への空調設備」のその後を追跡し、報告せよ‼

　設置に取り組むとの答弁が行われた直後
の平成29年第４回定例会では、市内の小中
学校及び公立幼稚園に空調設備を設置する
設計業務委託料が計上され、整備がスター
トしております。
　その後、設置費の予算も計上され、平成
30年度に公立幼稚園及び中学校に設置が完
了し、今年度には小学校への設置が行われ
ています。
　なお、当初は市の単独事業として実施予
定とのことでしたが、後に国からの補助金
も交付されることになったとのことです。
　設置費、国からの補助見込み額は以下の
とおりです。

　前までは、蒸し暑くて
授業に集中することがで
きなかったけど、エアコ
ンがついて集中できるよ
うになりました。

これで夏も勉強に集中できます‼

幼稚園（３園）

小学校（17校）

中学校（13校）
合　計

151万2,000円
1,622万1,600円

1,250万6,400円
3,024万円

84万2,400円
697万6,800円

（見込み）
513万円

1,294万9,200円

3,920万4,000円
５億79万9,973円

（見込み）
４億2,401万9,840円
９億6,402万3,813円

4,155万8,400円
 ５億2,399万8,373円

              （見込み）
４億4,165万6,240円
10億721万3,013円

２億2,749万1,000円

設計業務委託料 工事監理業務委託料

国からの補助見込み額

工事費 計

ま つ だ け い た
有明中学校 ３年
松田 慶大 さん

エ
ア
コ
ン
が
つ
い
た
中
で
の

生
徒
の
学
習
の
よ
う
す


